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第３回国際オートアフターマーケット�
EXPO2004開催!!

――幕張メッセ（日本コンベンションセンター）で3月４日から７日までの4日間――�
�

NGPグループもブースを出展！�NGPグループもブースを出展！�

NGPグループ（青木勝幸会長）は、来

る3月4日から7日まで千葉県幕張メッセ

で開催される「第3回国際オートアフター

マーケットEXPO2004」に今年も参加、

ブースを出展する。

NGPグループでは第1回目から同ショ

ーに参加し、来場者にリサイクルパーツ

の認知度アップや使用済み自動車の適正

処理について、PRを行ってきた。

今回のショーでは、自動車リサイクル

法の本格施行まで1年を切り、自動車リ

サイクルの重要性やNGPグループの取り

組みなど来場されるエンドユーザーに向

けてアピールを行っていく。

このショーには、自動車補修部品やカ

ー用品、カーディテイリングなど自動車

のアフターマーケットに関連する企業が

国内外合わせて300社以上出展するアジア

最大の自動車アフターマーケットショー

である。

その中で、今回NGPグループは「リサ

イクル法のすべてに対応するNGPグルー

プ」をテーマに掲げ、グループメンバー

がどのようにして使用済み自動車の適正

処理を行っているのか？あるいはリサイ

クルパーツがどの様にして生産されてい

るのか？などをパネルやVTRを使って目

で見て分かりやすく来場者に説明してい

くことにしている。

また、リサイクルパーツの実物の展示

も予定しており、実際に来場者の方に高

品質で安い「NGPブランド商品」を見て

もらえるコーナーも用意されている。

この他、自動車整備業のための「自動

車リサイクル法」の解説や、現在NGPグ

ループメンバーが取得・挑戦を行ってい

る環境ISO14001への取り組み状況など、

幅広い展示メニューを予定している。

※尚、ショー当日NGPグループブースに

来場し、リサイクルパーツに関するアン

ケートに回答すると、豪華海外旅行が当

たる抽選会などの企画も予定されている

ので、是非会場に足を運んでNGPグルー

プブースを見学しよう。
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「リサイクル法のすべてに�
　　対応するＮＧＰグループ」�
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同ショーに関する詳しいお問い合わせは、
電話03-5475-1208 NGPグループ本部まで

EXPO2004のNGPグループ
展示ブースのイメージ



NGPグループでは、この程業界初と

なるインターネットを利用した全損車両

オークションシステムをあいおい損害保

険㈱と共同開発し、運用を開始した。

このシステムは保険事故で全損となっ

た車両をネット競売にかけて、「部品取

り車両」や「再生車両」として廃自動車

のリサイクルを促進する新しい流通シス

テムとして、業界内でも大きな注目を集

めている。

システム概要としては、保険会社のア

ジャスターが当該事故車を立会調査して

全損と判定すると、事故車の情報と画像

が自動的に競売サイトに送信される（そ

の時、アジャスターはその事故車が再生

車両か部品取り車両かを分類）。

オークションサーバに送信された全損

車のデータは翌日の午前７時から2日後

の午後3時まで競売サイトに掲載され、

「部品取り車両」にはNGPグループ加盟

店各社が競売に参加し、「再生車両」は、

NGPグループ各社に加え、あいおい損

保の代理店である自動車修理工場やカー

ディーラーなども事前登録を行えば、オ

ークションに参加できる仕組みとなって

いる。

また、自賠責保険

の残額などはオーク

ション落札者から車

の元の所有者に返却

され、部品取り車両

に関しては、マニフ

ェストを発行してリ

サイクル部品を取り

外した後、使用済み

自動車として適正処

理されたかを確認す

る手段を有するため、来年本格施行され

る自動車リサイクル法にも対応したシス

テム構築がなされている。

NGPグループでは、同システムの稼

動実績を伸ばすことで、自動車リサイク

ル法施行後の「部品取り車両」の情報確

保・供給の面で着実な成果への期待を寄

せている。

稼働後の2004年1月は、年末の影響も

あるが前月比40％超の成約を達成した。

あいおい損害保険本社では、同システ

ムの運用の徹底を図り、引取台数の増件

により自動車リサイクル法を遵守した適

正処理とリサイクル部品利用促進に取組

を推進する計画でいる。

全損車両オークションシステムが本格稼動！！�全損車両オークションシステムが本格稼動！！�
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自整業も自動車リサイクル法 知っ 得 ゼミナールゼミナール�

①自リ法施行で意外とやることが多

い自整業

今月号より自動車整備事業者のた

めの「自動車リサイクル法」対応講

座。整備事業者の方々が感じている

自リ法に対する疑問や質問に答えて

いきたいと思います。

とは言え、“実際、自リ法が施行

になると整備工場は何をするの？”

と思っている事業者の方は多いので

はないでしょうか？確かに自動車リ

サイクル法に関する情報や説明会な

どでも、今までは自動車製造メーカ

ーや解体事業者、破砕業者などの役

割が大きくクローズアップされてき

ました。

しかしながら、この自リ法が本格

施行となると、実は自動車整備事業

者が果たす役割、やらなければいけ

ない業務はたくさんあるのです。

まず、自リ法が施行になると自整

業者やカーディーラーはお客様から

事故などで廃車となった使用済み車

を引き取るために“引取業者”とし

ての登録を自治体にしなければいけ

ません。

また、引き取った使用済み車を適

正処理できる解体事業者に引渡し、

そのことを新しく運用される“電子

マニフェスト”使って報告する義務

があります。

また、カーディーラーなどの新車

販売を行っているところは、新車販

売時にリサイクル料金の預託業務を

行ったり、指定整備工場は、すでに

既販されている車両から車検入庫時

にリサイクル料金の預託業務を代行

して、リサイクル券（仮称）の発行

も行います。このように自リ法が施

行になると様々な業務をこなさなけ

ればなりません。

次号からは上記した業務につい

て、一つ一つ掘り下げて解説してい

きます。 （つづく）

全損車両オークションシステムのイメージ

業界初となるインターネットによ
る全損車両オークションシステム

細かいデータが画像付きで表示



NGPグループなど全国の10グループ

のリサイクル部品サプライヤー団体が加

盟する、日本自動車リサイクル部品販売

団体協議会（北口賢二会長）は、今年で

創立10周年を迎え、去る1月29日東京・

新橋の第一ホテルにて記念シンポジウム

と記念式典を開催した。

記念シンポジウムでは、第一部で「環

境型経済社会構築のための取組みと3Ｒ

推進のポイントについて」と題して、早

稲田大学工学部機械工学科教授の永田勝

也氏の講演が行われ、同教授が研究を続

けているリサイクル・リユース部品の活

用がもたらすエネルギー消費とＥＬＰ

（全体環境負荷）関係を数値化したもの

をグラフで紹介するなど“自動車リサイ

クルの推進が環境型社会の構築に繋が

る”と解説した。

第二部では、「リサイクル部品流通の

未来を考える」というテーマで、経済産

業省、自動車メーカー、部品販売会社、

自動車整備工場、損害保険会社、消費者

団体代表と同協議会の代表者などが集ま

りパネルディスカッションを行い、自動

車リサイクル部品の活用、自動車リサイ

クル法施行を視野にいれたリユースの促

進などのテーマについて、それぞれの立

場から活発な意見交換が行われた。

その中でもパネラー共通の見解とし

て、部品販売店、自動車整備工場、さら

にはエンドユーザーに向けてもっとリサ

イクル部品の認知度アップとアナウンス

強化が必要ではないか？という意見が聞

かれ、自動車リサイクル法施行を控えた

今、政府やリサイクル部品サプライヤー

による啓蒙促進を促した。

NGPグループ教育部は、第17期初級

研修の講師会議を去る1月24日、25日の

両日、あいおい損害保険㈱小田原研修所

にて開催した。

同会議では、ブロックごとに開催され

る初級フロントマン研修と初級生産管理

者研修の内容や詳細の確認が行われ、研

修で使用するマニュアル、研修項目の見

直し、タイムスケジュールなどの検討が

行われた。

これらの各初級研修会は、フロント・

生産それぞれのスペシャリストを育成し

ていくNGPグループ独自の社員育成プ

ログラムで、中級、上級へとステップア

ップしていく基本研修として位置づけら

れる。

研修会議では各ブロックの研修講師が

集まり、綿密なカリキュラムの作成と理

解度テストなどの内容確認などの準備を

行った。
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各研修の詳細については、
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8名のパネリストがリサイクル部品流通について
ディスカッションを行った

教育部の会議では、今期のその他の研修スケジュ
ール、内容の話し合いも行われた
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